
 

（第２号様式）   
令和５年３月 31 日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川総合高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒個々の学び
を深め進路実現を
図る教育課程を編
成し、学習意欲と
学力を向上させ
る。 
 
 
 
②カリキュラム・
マネジメントを推
進し、協働的に課
題発見・解決でき
るグローバルリー
ダーを育成する。 
 
 
 
③特別活動等を通
して主体性、社会
性、協働性、創造
力等の育成を図
る。 
 

①指導と評価の一
体化を推進し、生
徒の学習意欲を向
上させ、課題発
見・解決能力を育
成する。 
 
 
 
②総合的な探究の
時間と各教科の連
携を図り、外部資
源を利用しながら
課題解決能力の育
成を図る。 
 
 
 
③学校行事や校外
学習を通して企画
力、社会性、協働
性等を育成する。 
 
 

①指導と評価につ
いての研修を行
い、年間指導計画
及び単元と指導と
評価の計画の作成
並びに授業での実
践に生かす。 
 
 
②問いを立てる視
点と教科横断的で
多角的な視野を意
識させることによ
り、総合的な探究
の時間及び各教科
の連携と授業改善
を図る。 
 
③各教育活動の目
的等を適切に定め
多角的に計画・実
行する。 
 

①指導と評価の一
体化を意識した授
業づくりを通し
て、生徒の学習意
欲及び課題発見･
解決能力は向上し
たか。 
 
 
②課題解決に向け
た生徒の意識は醸
成できたか。 
 
 
 
 
 
 
③特別活動等にお
いて企画力、社会
性、協働性を育成
できたか。 
 
 

①指導と評価の一体化に係る
研修を実施し理解を深めた。
単元の指導と評価の計画を活
用して生徒自身が学びの進捗
を把握しやすくし、生徒によ
る授業評価の評価項目⑩（主
体的･協働的に課題解決に取
り組めたか）において年間通
して肯定的解答 93％(前年度
比＋6％)という結果を得た。 
②生徒による授業評価では
「他者の考えを知ることによ
り、新たな考え方を知るな
ど、自らの考えを広げ深める
ことができた」という設問に
91％が肯定的な評価をしてお
り、生徒の問題解決能力が醸
成されていることがうかがわ
れた。 
③３年ぶりに研修旅行を実施
した。事前事後学習を８回行
い、生徒の企画力、社会性の
育成を図った。事後アンケー
トで主体的に行事に参加した
と回答した生徒が多く高い結
果を得ることができた。 

①新教育課程科目が年次
進行で順次開講していく
ことを契機に、指導と評
価の一体化についての教
員の理解のさらなる深化
を図り、一層推進してい
くことが重要である。 
 
 
 
 
②コロナ禍で制限されて
きた実践的な問題解決能
力育成の場をさらに増や
して行く必要がある。 
 
 
 
 
③研修旅行や校外学習の
充実を図り、より生徒の
企画力、社会性と協働性
を養い、リーダーシップ
を育成していく必要があ
る。 

①指導と評価の一体
化に向けての研修を
実施することで、主
体的･協働的に課題
解決に取り組め姿勢
の向上が見られたの
は評価に値する。 
 
 
 
 
②生徒自らの考えを
広げ深める機会が増
えており、また、問
題解決能力の醸成へ
の努力も伺われるこ
とは望ましい。 
 
 
③感染症対策を行い
ながら久しぶりに研
修旅行が実施できた
ことはとても明るい
ニュースである。 

①教員対象の研修
会を実施し、生徒
による授業評価の
「主体的協働的な
課題解決」の評価
が 跳 ね 上 が っ た
が 、 授 業 評 価 の
「批判的・論理的
思考及び表現」の
項目が弱い。 
 
②「自らの考えを
広げ深めること」
については高評価
であり生徒、教員
ともに ICT の活用
に慣れてきて成果
が出ている。 
 
③事前学習８回の
実施を経て４方面
研修旅行を実施し
生徒が主体的に研
修旅行を作り上げ
た。 

①「批判的・論理
的思考及び表現」
の項目が弱いので
グループ活動によ
る意見交換に加え
一層の工夫が必要
である。 
 
②自己の学習につ
いてのメタ認知や
自覚的評価を学習
に取り入れること
により、批判的・
論理的思考力を育
成し、外部資源の
活用などにより多
角的な思考力の育
成を図っていく。 
 
③感染予防に継続
して取り組みなが
ら各種行事の復活
を見据えた企画を
計画的に進める。 

２ 
生徒指導・
支援 

生徒指導・支援の
組織的取組を推進
し、たくましく生
きる力の育成を図
る。 

①学校生活をはじ
め、社会との関わ
りの中で他者尊重
の心や判断力及び
行動力の伸長を育
む教育活動を充実
させる。 
 
 
 
 
②安心・安全で意
欲的に学校生活が
送れるよう、教育
相談体制の充実を
図る。 
 

①授業や部活動、
学校行事等を通し
て協働性を高め、
適切な判断や主体
的な行動がとれる
よう自覚を促す。 
 
 
 
 
 
②積極的な情報共
有と生徒個々の状
況に応じたケース
会議の開催などに
より、学年団、
SC、SSW との連携
を密にした体制を
整え、組織的な生
徒指導・教育相談
を実施する。 

①授業や部活動、
学校 行事等を通
して主体的な取組
ができたか。ま
た、活動に充実感
や自信を持つこと
ができたか。（生
徒による授業評
価、学校生活アン
ケート） 
 
②状況に応じた会
議の 開催や組織
的な対応ができた
か。（担当者によ
る評価） 

①生徒主体の行事運営が行わ
れるよう指導・支援を行っ
た。事後アンケートで主体的
に行事に参加したと回答した
生徒がスポーツ大会
（97.2％）翔鷗祭（94.6％）
ともに高い結果を得ることが
できた。 
 
 
②生徒が抱える問題に対し、
状況に応じた関係職員に速や
かに情報を共有する機会を設
けた。また、それらの解決・
改善に向けてチームとして生
徒をサポートする体制を築
き、連携を密にした生徒指導
体制・教育相談体制・事後指
導の体制の下、組織的に対応
した。 

①社会性と協働性を育成
し、協働することで生徒
が互いの力を発揮し、高
め合える環境や場を創出
していく。 
 
 
 
②コア会議やケース会議
のような事後の組織的な
対応方法だけでなく、未
然防止の観点を重視した
情報集約・情報共有・連
絡体制をより充実させる
必要がある。学校安全の
観点で、防災・防犯・成
人年齢・人権の諸課題等
について考える機会を作
り、自らを取り巻く諸問
題への関心・意欲が高
め、そのような機会を通
して他者を尊重する精神
や判断力及び行動力を醸
成する。 

①３年ぶりに予定通
り実施し、生徒主体
の活動ができたこと
は評価できる。 
 
 
 
 
 
 
 
②オンラインカウン
セラー等の活用も取
り入れるとよい。生
徒が抱える問題に対
して関係教員と職員
が迅速に情報共有し
て、チームとして生
徒をサポートする体
制を築いていること
はとても大事なこと
である。 
 

 

①昨年度は活動の
縮小があったが本
年度は３年ぶりに
行事を行えた。ア
ンケートでも主体
的に行事に参加で
きたと回答する生
徒が多かった。 
 
 
 
②校内教育相談体
制の組織を図式化
し周知することで
組織的な支援力を
高めた。課題を抱
える生徒の相談件
数は少ないが 1件 1
件 の 内 容 が 重 く
SC,SSW を最大限活
用しチームでサポ
ートできた。 

① with コロナ、
post コロナで状況
に応じた行事実施
を計画的に行い、
行事を通して社会
性、協働性を育成
し高め合える環境
や企画をできるだ
け多く創出する必
要がある。 
 
②未然防止の観点
を重視した情報集
約・情報共有・連
絡体制をより充実
させるため、年次
団による迅速かつ
丁寧な生徒把握に
一層取り組む。医
療機関など外部専
門家につなげサポ
ート体制に専門的
視 点 を 取 り 入 れ
る。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導・
支援 

様々な教育活動を
とおして、生徒が
主体的に進路目標
を定め実現してい
く力を育成する。 

 

生徒の主体的な進
路実現に必要な情
報の提示や活動の
支援を組織的に行
う。 

①進路行事を時期
や内容を考慮し、
効果的に展開し、
生徒の発達段階に
応じた情報の提示
や支援を行う。年
次団との連携を強
化し、生徒に必要
な進路情報や支援
を行う。教科指導
とも連携し、外部
ツールをより積極
的に活用し生徒の
学力定着を図る。 
②卒業生と未来を
語る会、学問を知
るための講座など
を通して、生徒が
生涯学び続ける意
欲を涵養する。進
路行事後にキャリ
アパスポート等を
活用し、生徒の変
容を把握する。 

①進路行事の時期
や内容は進路実現
に対し、効果的で
あったか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②進路行事の後
で、生徒の進路実
現に対する意識や
態度は変化した
か。 

①進路説明会を各年次の生徒
の発達課題に応じて内容を精
査し、情報提供することがで
きた。 
模擬試験は、結果の活用だけ
ではなく事前指導も行い、意
識を高めることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
②各種進路行事への生徒の主
体的な参加を呼びかけと出欠
管理を徹底した結果、参加後
の振り返りの記述やアンケー
トから生徒の意識の向上が見
られた。 

①旧課程の最後、新課程
の２年目を迎える次年度
は進路情報も多様化・複
雑化するため、生徒保護
者及び教員に対し、進路
情報を整理して提供する
と共に、効果的な情報提
示の方法を工夫する。 
 
 
 
 
 
 
②各種進路行事へのより
多くの生徒の参加を目指
し、LHR 等を活用して大
学の出前授業等を実施し
ていき、生徒の進路への
意識を高める。卒業生と
未来を語る会の準備時期
を早め、在校生のニーズ
に対応できる分科会を用
意する。 

①普通科に加え舞台
芸術科が設置され、
幅広い進路方面に対
する指導や支援の工
夫を期待している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②各種進路行事の充
実化の試みは評価で
きるが、やはり今後
多様化する生徒ニー
ズに対応できる柔軟
な姿勢が重要になる
だろう。 

①オンラインを活
用した進路説明会
を実施し、広く参
加しやすい体制を
整えた。進路段階
に応じた情報の提
供により着実な指
導につなげた。来
年度舞台芸術科卒
業年度であり多様
化する進路への一
層の対応が求めら
れる。 
 
②進路行事に関し
ては、生徒の参加
率が低い傾向にあ
り、今後の在り方
を検討する必要が
ある。 

①新課程、旧課程
の生徒が混ざって
いるため内容を精
査し効果的に情報
提供していく。生
徒、保護者、教職
員に対して学習指
導や情報提供を計
画 的 に 行 っ て い
く。個々の面談等
を通じて生徒に寄
り添った一層の進
路支援を図ってい
く 
②進路関係各行事
における生徒の参
加率向上に向けて
昨年の状況把握と
分析を行うととも
に生徒のニーズに
対応した内容であ
るかどうかを適宜
検証する。 

４ 
地域等との
協働 

①教育資源を活用
し、未来社会を切
り拓くための資
質・能力を育成す
る。 
 
②家庭、地域社会
等との連携・協働
により、持続可能
な社会の創造を図
る。 

①総合的な探究の
時間やグローバル
行事等で外部資源
を活用する。 
 
 
②少しでもコロナ
禍以前の教育に還
元できる活動や支
援をパートナーズ
と連携して実現を
目指してゆく。 

①総合的な探究の
時間のフィールド
ワークやミニスタ
ディツアーなどの
行事で外部との連
携を図る。 
 
②保護者や外部の
支援を活用すべく
学校行事等にも積
極的に参加してい
ただき生徒が積極
的に活動できるよ
うにする。 

①授業や行事を通
した外部資源の活
用により、生徒の
課題意識を醸成で
きたか。 
 
 
②学校行事等でコ
ロナ禍以前と比較
し、保護者や外部
が来校できるよう
になり、どのよう
な効果があった
か。 

①総合的な探究の時間では２

年次全員にインタビュー等で

外部と連携するように指導す

ることで自己の研究を深める

ことができた。 

 

②運営委員会を感染防止に留

意しながら対面型で実施した

り、学校行事にも制限付きな

がら参加できるようにした。 

①コロナ禍において生徒
は内向き指向になりがち
なので、次年度はさらに
行事等で外部との連携を
深めて行く必要がある。 
 
 
②コロナ禍前とまったく
同じようにとはいかない
が保護者の活動も変化が
表れているのでWithコロ
ナの中での活動を保護者
に同意を求め見直す必要
がある。 
 

①総合的な探究の時
間を使って生徒がイ
ンタビュー等を通し
て地域社会と連携で
きるような試みを作
ることは大事であ
る。 
国際交流は貴重な経
験であり訪日希望の
海外生徒も多いの
で、交流事業を再開
してほしい。 

①「テーマ研究Ⅰ」
では仮説を立て、外
部資源を活用して課
題意識の醸成と思考
を深めた。 
 
 
②活動制限を徐々に
緩和しながら保護者
同士の情報共有や交
流が広がるよう支援
した。 

①生徒が内向き傾
向にある。異世代
間交流、地域社会
との協働を多様な
局面で促進すると
ともにグローバル
教育推進校として
停滞した国際教育
の活動の立て直し
を図りたい。 
② パ ー ト ナ ー ズ
（PTA）や同窓会と
効果的に連携し教
育活動を活性化さ
せる。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①社会の変化に対
応し、柔軟かつ迅
速に教育課題に取
り組み、社会に開
かれた教育課程の
実現を目指す。 
 
②教育計画とのバ
ランスを図り、教
員の働き方改革を
進める。 

①学校運営協議会
の部会の活動の活
性化を図る。 
 
 
②ＩＣＴ活用やホー
ムページの充実と改
善を通して、学校お
よびパートナーズの
活動の活性化と私費
の適切な還元を進め
るとともに今後の年
間教育計画を見直
す。 

①ハイブリッド開
催など日程や方法
の調整を行い、社
会状況に合わせた
開催を工夫する。 
②オンライン授業
の保証や、懇談会
や説明会等々の密
になりやすい場面
での開催方法を工
夫するなど、社会
変化に応じた広報
および教育活動の
充実を図るととも
に、行事の精選と
私費の活用の在り
方を考察してゆ
く。 

①部会の活動を活
性化させ、社会に
開かれた学校作り
が進んだか。 
 
 
 
 
②ＩＣＴの活用を
さらに進めること
で、より良い教育
環境を作り出して
行けたか。 

①学校運営協議会開催につい

ては２年間書面開催であった

が、社会変化に対応したハイ

ブリッド形式による開催を実

施し、開かれた教育課程の実

現に向けた前進となった。 

 

②オンライン授業や懇談会、

説明会などＩＣＴを活用する

ことが多くなり教育活動にも

保護者への対応にも活用でき

るようになった。また、活動

が制限される中での私費の活

用もなされた。 

①学校運営協議会におけ

る部会機能を十分に活用

できていない現状であっ

たため、今後あり方を含

め協議していく必要があ

る。 

 

②他校と比較して団体徴

収金が保護者の負担にな

っていないか30周年を控

え、考えるべき時期にあ

る。また、ＩＣＴの利便

性と活用については公費

と私費の区分けを明確に

し、さらに教育環境に生

かせるように考察する必

要がある。 

①ハイブリッド形式
による各種会議開催
はもはや時代の要請
となってきている。
対面会議の良さを生
かしつつも、参加者
の便宜を図りながら
新たな会議参加形式
を続けて模索して行
って頂きたいと思
う。 
 
②オンライン授業や
オンラインでの説明
会、懇談会など情勢
に応じた教育活動を
展開していく 

①学校運営協議会委
員にテーマ研究発表
会や舞台芸術科発表
会を見学していただ
き評価や助言をいた
だくことにより開か
れた学校教育を考え
る貴重な機会となっ
た。 
 
②ICT の活用により
打合せや情報共有の
在り方等業務の効率
化が進んだ。HP 作
成、私費活用の在り
方や整理には課題が
残った。 

①学校運営協議会に
ついて計画的かつハ
イブリッド方式の開
催を進め積極的な協
議の場になるよう努
めるとともに本校の
教育活動について多
角的かつ専門的な視
点から助言いただき
活動内容の充実を図
る。 
 
②学校広報の要であ
るホームページの刷
新を図り本校の取組
を積極的に発信す
る。私費会計の適正
な処理と活用でより
良い教育環境を作り
出していく。 
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